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人や環境に優しく
町民の安全と安心を支える

新庁舎
― その 4 ―

　新庁舎整備についてシリーズでお伝えしている「シリーズ新庁
舎」。今月は、『第1回新庁舎建設町民懇話会』についてお伝えし
ます。

第 1回　新庁舎建設町民懇話会
　町では、新庁舎に関する幅広い分野の意見を基本設計へ反映させるた
め、町民の皆さん、各種団体および自治会の代表の方々などで構成する
『新庁舎建設町民懇話会』を8月8日（木）に開催しました。
　当日は現時点における庁舎の配置案、各フロアのレイアウト案などを
提示し、住民目線で気づいた点や、要望などをあげていただきました。
　今後は、これら当日の意見や懇話会委員の皆さんから出される意見を
集約し、基本設計に反映していきます。

●お問い合わせ　管財課　施設整備担当　☎22−7206

ボーリング調査を行っています
　現在、本庁舎東側駐車場において、ボーリング調査を行っています。
　近隣の皆さんおよび来庁者の皆さんには、機械による騒音などご迷惑
をおかけしています。ご理解ご協力をお願いします。

◇ボーリング調査とは？
　ボーリング調査とは、地盤や地質を調べるために行う調査です。
　機械で円筒状の穴を掘り進め、地盤の状況を調べます。
　地盤が固くしっかりしていないと、建物を支えきれずに地盤沈下を起
こし、建物の傾きや歪みの原因となります。これを防ぐため、この調査
で地盤状況を確認し、新庁舎の基礎の大きさや、杭の長さを決めていき
ます。

※調査時イメージ

懇話会で出された 意見
このほか新庁舎整備の基本的な考えに

関する意見もいただきました

・�少しでも安く町民負担が軽く
なるように
・町民が利用しやすい庁舎を
・将来を見据えた庁舎づくりを

▲懇話会の様子

シリーズ

外にはベンチの設置を障がい者用トイレを広くしてほしい

入口にはスロープを 建物内からも外の緑地帯が
見えるような工夫を
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みんなで 10 周年のお祝いに参加しませんか！

　町制施行10周年を記念し、11月4日（月・祝）に開催する「山車巡行祭り」において、地元保存会の方
と一緒に山車を引いていただける小学生以上の方（小学生は学校募集以外は、保護者同伴）を募集します。

《内　　容》	 �青柳町2丁目交差点（午後0時45分頃出発）から教育文化会館付近（午後2時10分頃着）
までの間、山車を引いていただきます。

《募集人数》	 80人（定員になり次第、締め切ります。）

《募集期間》	 9月2日（月）〜25日（水）

《申し込み》	 �直接または電話、電子メールにて、住所、氏名、年齢を明記して事務局までお申し込みくだ
さい。

	 ※小学生は、同伴の保護者の氏名も明記してください。

《そ の 他》	 申し込まれた方には、当日の受付場所や時間など後日連絡します。
	 ・小学生に同伴する保護者の数も人員に含めます。
	 ・町内の小学5・6年生は、学校での募集となります。
	 ・送迎はありませんのでご了承ください。
	 ・当日は記念品とお弁当を用意します。
	 ・当日は実行委員会で傷害保険に加入します。

●お申し込み・お問い合わせ
　山車巡行祭り実行委員会事務局（政策秘書課企画推進担当）
　☎22−7216　seisaku@town.fujikawa.lg.jp

【通行止めのお知らせ】
　11月4日（月・祝）は青柳町 2丁目交差点
から富士橋西交差点間が、午前8時30分か
ら午後5時まで通行止めとなりますので、ご協
力をお願いいたします。（詳しくは広報10月号
でお知らせします）

11月4日
（月・祝）開催 !!

町制施行 10周年記念「山車巡行祭り」

山車引手募集
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10
月
1
日
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
の
一
環
と
し
て
、
子
育

て
を
行
う
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

◆�

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
、
就
学
前
障
害
児
の
発
達

支
援
を
利
用
す
る
3
歳
か
ら
5
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
。

※�

無
償
化
の
期
間
は
、
満
3
歳
に

な
っ
た
後
の
4
月
1
日
か
ら
小
学

校
入
学
前
ま
で
の
3
年
間
。

※�

幼
稚
園
は
、
入
園
で
き
る
時
期
に

合
わ
せ
て
、満
3
歳
か
ら
無
償
化
。

◆�

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
0

歳
か
ら
2
歳
ま
で
の
子
ど
も
。

【
利
用
料
】

◆�

通
園
送
迎
費
、
食
材
料
費
、
行
事

費
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保

護
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆�

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
幼
稚
園
の
利
用
料

は
、月
額
上
限
2
5
，7
0
0
円
で

す
。

【
副
食
費
】

〈
保
育
所
等
〉

　
副
食
費
は
こ
れ
ま
で
、
保
育
所
利

用
料
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
保
育

所
利
用
料
は
無
償
化
に
な
り
ま
す

が
、
副
食
費
は
実
費
負
担
に
な
り
ま

す
。

◆
金
額　
月
額
4
，5
0
0
円

※�

公
定
価
格
（
国
が
定
め
た
子
ど
も

1
人
あ
た
り
に
必
要
な
費
用
）
で

積
算
し
、
保
育
料
の
一
部
と
し
て

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
金
額

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
年
収

3
6
0
万
円
未
満
相
当
世
帯
お
よ

び
第
3
子
以
降
は
、
免
除
に
な
り

ま
す
。

※�

副
食
費
は
、
お
か
ず
や
お
や
つ
の

食
材
料
費
の
み
で
、
調
理
す
る
際

の
光
熱
水
費
や
人
件
費
な
ど
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
徴
収
方
法

○
町
内
公
立
保
育
所

　
保
育
所
利
用
料
の
振
替
口
座
か
ら

徴
収
し
ま
す
。

○
私
立
（
た
ん
ぽ
ぽ
子
ど
も
の
家
）

お
よ
び
町
外
保
育
所
等

　
通
園
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
幼
稚
園
〉

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
実
費
負
担
で

す
。

【
幼
稚
園
等
の
預
か
り
保
育
】

　
幼
稚
園
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も

で
保
育
の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
利

用
日
数
に
応
じ
て
月
額
1
1
，3
 0 

0
円
（
②
の
子
ど
も
は
月
額
1
6
，

3
0
0
円
）ま
で
の
範
囲
で
無
償
化
。

◆
対
象
者

①�

満
3
歳
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日

を
経
過
し
た
保
育
の
必
要
性
の
あ

る
子
ど
も
（
＝
新
2
号
）

②�

満
3
歳
児
（
①
以
外
）
の
う
ち
、

保
育
の
必
要
性
が
あ
り
、
か
つ
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も

（
＝
新
3
号
）

◆
申
請
方
法　
通
園
し
て
い
る
幼
稚

園
に
所
定
の
申
請
書
と
必
要
書
類
を

添
付
の
う
え
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
無
償
化
の
財
源
】

　
10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
分
を
活

用
し
、
必
要
な
地
方
財
源
が
確
保
さ

れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

�〈
峡
南
幼
稚
園
以
外
の
幼
稚
園・保

育
所
等
に
つ
い
て
〉

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

　
〈
峡
南
幼
稚
園
に
つ
い
て
〉

　
教
育
総
務
課　
総
務
学
校
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

　
〈
発
達
支
援
の
利
用
に
つ
い
て
〉

　
福
祉
保
健
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

10 月 1日から

幼児教育・保育の無償化が
始まります

▶
毎
日
の
献
立
は
、
栄
養
士
が
必
要
カ

ロ
リ
ー
な
ど
を
計
算
し
、
好
き
嫌
い
な

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す

現　行 無償化後
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子育てサポーター養成講座受講者　大・大・大募集！

ファミリーサポート富士川

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
富
士
川
で

は
、
地
域
の
子
育
て
に
力
を
寄
せ
て

い
た
だ
け
る
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
に
行
っ
た
養
成
講
座（
前
期
）

で
は
、
ま
か
せ
て
会
員
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
『
子
ど
も
と
笑

う
こ
と
が
で
き
、
穏
や
か
な
時
間
を

過
ご
せ
ま
す
』『
子
ど
も
た
ち
か
ら
刺

激
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
満
タ
ン
』
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
9
月
24
日
か
ら
養
成
講
座（
後
期
）

を
開
講
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
講
し
て
活
動
し
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た

だ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
会
場

　
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル
（
2
階
）

■
受
講
料

　
無
料

■
持
ち
物

　
筆
記
用
具

■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
F
A
X
（
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
め
切
り

　
9
月
17
日
（
火
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
富
士
川
事

務
局

　
（
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
22
―
0
8
0
9

　
F
A
X　
48
―
8
2
0
2

　
𣇃
米
区
お
よ
び
中
部
区
で
は
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）自
治

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
」
を
受

け
、
公
民
館
エ
ア
コ
ン
設
置
や
防
犯

灯
L
E
D
化
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
・
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。一

般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

〇
𣇃
米
区

【
内
容
】
公
民
館
エ
ア
コ
ン
整
備

【
助
成
金
額
】
2
5
0
万
円

〇
中
部
区

【
内
容
】
L
E
D
防
犯
灯　
73
箇
所

【
助
成
金
額
】
1
5
0
万
円

ファミリーサポート富士川

子育てサポーター養成講座受講者　大・大・大募集！

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
整
備
し
ま
し
た

【後期日程】
日　　　時 内　　容

9月24日㈫ 午前10時〜午後1時 子どもの栄養と食生活
9月25日㈬ 午後1時30分〜3時30分 子どもの世話
9月26日㈭ 午後1時30分〜3時30分 心の発達とその問題

9月27日㈮
午後1時30分〜3時30分 保育の心
午後3時30分〜4時30分 事業を円滑に進めるために
午後4時30分〜45分 閉講式

主
な
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

・�

保
育
所
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
習

い
事
へ
の
送
迎

・�

保
育
所
、
学
校
、
児
童
ク
ラ

ブ
後
の
預
か
り

・�

冠
婚
葬
祭
な
ど
保
護
者
の
急

用
の
際
の
預
か
り

・�

保
護
者
の
受
診
や
兄
弟
姉
妹

の
学
校
行
事
の
際
、
そ
の
ほ

か
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

る
預
か
り

子育て
支援

▶
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
た
公
民
館
内

▲LED化された防犯灯
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜

や
花
な
ど
の
栽
培
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
市
民
農
園
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
次
の
1
区
画
に
つ
い
て
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　
農
業
委
員
会
へ
お
越
し
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
貸
付
期
間

　
3
月
31
日
ま
で
（
更
新
可
能
）

◇
利
用
料

　
1
区
画　
年
額
2
，0
0
0
円

　
（
年
度
途
中
の
場
合
は
月
割
計
算
）

◇
対
象
者

　
・
町
内
在
住
の
方
ま
た
は
団
体

　
・�

現
在
、
市
民
農
園
を
利
用
し
て

い
な
い
こ
と
（
募
集
開
始
以
降

応
募
が
な
い
場
合
は
既
利
用
者

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。）

◇
募
集
場
所

　
青
柳
五
丁
目
市
民
農
園

　
（
区
画
番
号
14
）

◇
募
集
開
始

　
8
月
30
日
（
金
）

　
午
前
8
時
40
分
〜
50
分
（
抽
選
）

※�

こ
の
時
間
内
で
利
用
者
が
決
ま
ら

な
い
場
合
は
、
以
降
先
着
順
と
な

り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30

条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
、
耕
作
さ

れ
て
い
な
い
農
地
（
遊
休
農
地
）
の

実
態
把
握
や
、
違
反
転
用
の
発
生
防

止
・
早
期
発
見
の
た
め
、
毎
年
度
、

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◇
対
象
農
地

　
町
内
全
域
の
農
地

◇
調
査
期
間

　
8
月
〜
11
月

◇
調
査
方
法

　
地
域
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
、
町
農
業
委
員
会
事

務
局
員
が
、
実
際
に
農
地
の
現
況
を

調
査

　
な
お
、
調
査
の
際
、
皆
さ
ん
が
所

有
さ
れ
る
農
地
に
立
ち
入
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
を
管
理
し
な
い
ま
ま

放
置
す
る
と
、
雑
草
の
繁
茂
、
病
害

虫
の
発
生
、
有
害
鳥
獣
の
潜
入
、
繁

殖
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

草
刈
り
・
除
草
な
ど
を
行
い
、
農
地

を
適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興

課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
2

　
町
緑
化
推
進
会
議
で
は
、
各
区
を

通
じ
て
各
家
庭
へ
募
金
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、8
7
5
，7
8
0
円
が

寄
せ
ら
れ
、
県
緑
化
推
進
機
構
へ
送

金
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、
緑
化
の
推
進
を
目

的
に
、
苗
木
の
配
布
や
緑
の
少
年
少

女
隊
の
緑
化
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
地
の
利
用
状
況
調
査

を
実
施
し
ま
す

市
民
農
園
利
用
者
募
集

緑
の
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

農
地
の
利
用
状
況
調
査

を
実
施
し
ま
す

市
民
農
園
利
用
者
募
集

令和元. 9 月号　No.114（6）



　
6
月
22
日（
土
）、鰍
沢
中
学
校
体

育
館
で
体
力
測
定
会
を
開
催
し
、
町

民
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
共
通

種
目
と
し
て
、握
力
、上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
の
測
定
を
行
い
、
年
齢

別
種
目
と
し
て
小
学
生
か
ら
64
歳
ま

で
の
方
は
反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳

び
、
20
m
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
、
65
歳

以
上
の
方
は
開
眼
片
足
立
ち
、
10
m

障
害
物
歩
行
、
6
分
間
歩
行
の
測
定

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
集
計
し
た
結

果
を
A
〜
E
評
価
ま
で
の
5
段
階
で

自
身
の
運
動
能
力
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
各
種
目
に
お
い
て
も

チ
ャ
ー
ト
で
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ

る
の
で
好
評
で
し
た
。

　

来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
い
ま

す
。
普
段
の
運
動
能
力
を
確
か
め
る

良
い
機
会
に
な
り
ま
す
の
で
是
非
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

（
秋
山
孝
文
委
員
）

囲
碁
ボ
ー
ル
出
前
講
座

　
大
椚
地
区
で
は
「
高
齢
者
の
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
で
囲
碁
ボ
ー
ル
を
取

り
入
れ
て
お
り
、
私
た
ち
は
出
前
講

座
の
一
環
と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
囲
碁
ボ
ー
ル
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
を
そ
の
ま
ま
応

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

（
山
下
俊
明
委
員
）

増
穂
南
小
学
校
の体力

測
定
補
助

　
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
で

は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
体
力
向
上
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
認
定
」
講
習
会
を

実
施
し
、
受
講
者
に
資
格
を
認
定
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
富
士
川
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
こ
の
資

格
認
定
者
7
名
の
実
務
経
験
を
積
み

重
ね
る
た
め
、
5
月
8
日
（
水
）
に

増
穂
南
小
学
校
で
授
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
児
童
の
体
力
測
定
の
補

助
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体

育
館
の
各
測
定
場
所
で
は
児
童
た
ち

の
元
気
な
挨
拶
か
ら
測
定
が
始
ま

り
、
補
助
す
る
私
た
ち
も
気
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。（

山
下
俊
明
委
員
）

峡
南
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
会
連
絡
協
議
会
研
修
会

　
6
月
16
日（
日
）、峡
南
ブ
ロ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
連
絡
協
議
会

研
修
会
が
身
延
町
遅
沢
ス
ポ
ー
ツ
広

場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、「
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
」
と
い
う
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
交
流
を
深
め

一
丸
と
な
り
峡
南
地
区
を
盛
り
上
げ

る
確
認
を
し
ま
し
た
。

（
中
込
ま
ゆ
み
委
員
）

関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
大
会
に
参
加

　
6
月
7
日
（
金
）
〜
8
日
（
土
）

埼
玉
県
の
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に

お
い
て
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研

究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
講
演
と
発
表
を
聞
き
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
進
め
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
中
込
ま
ゆ
み
委
員
）

第
10
回
富
士
川
町

ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会

　
7
月
28
日（
日
）「
第
10
回
富
士
川

町
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
を
開

催
し
、
町
内
4
会
場
で
約
5
0
0
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
夏
季
に
限
ら
ず
気
軽
な
運
動
と
し

て
、
心
身
爽
快
・
健
康
増
進
・
老
化

予
防
な
ど
、「
い
い
こ
と
づ
く
し
」の

ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。

　
「
新
し
い
朝
を
、希
望
の
朝
を
」ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会　
北
林
凌
）

新
委
員
の
紹
介

【
コ
メ
ン
ト
】

　
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

令
和
元
年
9
月
　
第
10
号

▲体力測定会　上体起こし

▲体力測定会　10m障害物歩行

▲囲碁ボール

▲ふれあいラジオ体操会

町
民
体
力
測
定
会
開
催

秋山豊治 氏
（鰍沢南）
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ココロもカラダも美しく保つ
ヨガ∞ストレッチ教室

　
仲
間
同
士
で
で
き
る
介
護
予
防
の

体
操
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
講
座
で
は
、
各
地
区
で
行
っ
て
い

る
、
い
き
い
き
筋
力
教
室
の
体
操
を

は
じ
め
、
脳
ト
レ
体
操
、
い
き
い
き

百
歳
体
操
の
紹
介・実
践
を
し
ま
す
。

　
「
か
ん
た
ん
★
運
動
応
援
隊
」と
し

て
、
い
き
い
き
筋
力
教
室
や
お
友
達

と
の
無
尽
、
サ
ロ
ン
の
場
な
ど
で
、

講
座
で
習
っ
た
内
容
を
参
加
者
同
士

で
実
践
を
し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気

な
体
を
保
ち
ま
せ
ん
か
？

◇
日
程
・
内
容

　
▼�

9
月
25
日
（
水
）、
10
月
9
日

（
水
）、
10
月
16
日
（
水
）

　
①
講
義
：�

介
護
予
防
の
体
操
、
教

室
を
勧
め
る
時
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど

　
②
実
践
：�

い
き
い
き
筋
力
教
室
の

体
験
、
脳
ト
レ
体
操

　
▼
11
月
6
日
（
水
）

　
　

�

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
紹
介
、

実
践

◇
時
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

◇
会
場　
町
民
会
館
会
議
室
2
・
3

◇
申
込
締
切　
9
月
13
日
（
金
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

　「無理なくできる体操を知りたい」
　「体を動かすのが大変になってきた」…
　自宅でできる簡単なストレッチと筋トレ、
ウォーキングを一緒に学びましょう！

講師：とらいあんぐる
　　　雨宮　麻美　先生

◇日　程	 10月   3日（木）	 ストレッチ編
	     　 17日（木）	 座ってできる体操編
	     　 31日（木）	 腰痛予防編
	 11月14日（木）	 上半身の筋トレ編
	     　 21日（木）	 下半身の筋トレ編
	     　 28日（木）	 コアトレーニング編
◇時　間	 午前10時～11時30分
◇会　場	 保健福祉支援センター（まほらの湯西側）
◇持ち物	 動きやすい服装、水分、フェイスタオル
◇参加料	 無料

●お申し込み・お問い合わせ
　福祉保健課　健康増進担当　☎22－7207

ココロもカラダも美しく保つ
ヨガ∞ストレッチ教室

　自分の体で気になるところはありませんか？
　心と体を気持ちよくセルフメンテナンスして、
美ボディづくりや健康を目指しましょう！

◇日　程
　10月   4日（金）、10日（木）、25日（金）
　11月   7日（木）、22日（金）、28日（木）
◇時　間　午後7時30分～9時
◇会　場　保健福祉支援センター（まほらの湯西側）
◇持ち物　動きやすい服装、水分、フェイスタオル
◇参加料　無料

●お申し込み・お問い合わせ
　福祉保健課　健康増進担当　☎22－7207

講師：健康運動指導士
　　　齊藤　桜子　先生

「
か
ん
た
ん
★
運
動
応
援
隊
」

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
！

定員
25人

定員 40人

令和元. 9 月号　No.114（8）



『こつこつ教室』参加者募集！

ブルーアースMy-B
ODY富士川で

いきいき百歳体操
参加者募集 !!

　いきいき百歳体操とは、いすに座ってDVDを見ながら約30分間、ストレッチ、筋力づくり運動、バランス運動
を組み合わせて行う体操です。
　0.2kgから1.2kgまで6段階に調整可能な重りを手首や足首に巻きつけて、ゆっくりと手足を動かします。その
人の筋力や体力に合わせて行うことができ、週1回、継続して行うことで効果が出ます。
　7月から、フォレストモール内のブルーアースMY-BODY富士川で、いきいき百歳体操が始まりました。地区に
関係なく誰でも参加できますので、ぜひご参加ください。

◇日　時	 毎週金曜日
	 午後 1時 30分〜 2時 30分
◇場　所	 ブルーアースMY-BODY富士川
	 （フォレストモール富士川G棟）

◇参加料	 無料
	 �いきいき百歳体操の利用のみの場合

は、ブルーアースMY-BODY富士川
への会員登録も必要ありません。

◇定　員	 15人
　※送迎はありません

●お問い合わせ　
　地域包括支援センター
　☎22−4615

『こつこつ教室』参加者募集！
　町では、6か月間（毎週1回）集中的に行う体操教室を開催しています。
　体操といっても、激しい運動ではなく、日常生活で体を動かしやすくするため
の筋肉をつける体操です。
　「立ち上がりが楽になった。」「一緒に頑張る仲間ができた。」など、参加者から
はうれしい声が多数聞かれています。
　運動指導士が体調に合わせた体操を指導します。一緒に“こつこつ”と元気な
体づくりを行っていきましょう。

◇対象者
　（1）総合事業・要介護認定を受けていない方
　（2）�65歳以上の生活機能状態を確認する「基本チェックリス

ト」のうち主に次の5項目中3項目以上該当する方
　　①階段を手すりや壁をつたわらないと昇れない
　　②�いすに座った状態から何かにつかまらないと立ち上がれ

ない
　　③15分以上継続して歩けない
　　④この1年間に転んだことがある
　　⑤転倒に対する不安が大きい

●お問い合わせ　地域包括支援センター　☎22−4615

　ブルーアースMY-BODY
富士川のスタッフが体操の
お手伝いをします！
　いきいき百歳体操の後に
は、ストレッチ、筋力づく
り運動を行います。

〈こつこつ教室の開催予定〉
◇日　時	 毎週火曜日
	 午前 9時 45分〜 11時 15分
◇場　所	 保健福祉支援センター
◇期　間	 6 か月間
	 （初回参加は、第 1火曜日から）
◇講　師	 エムズスポーツ健康運動指導士
◇参加料	 無料
◇定　員	 15 人
※送迎も可能です。ご相談ください。

（9）令和元. 9 月号　No.114



Information

町営住宅入居者募集（1戸）

団地名 募集戸数 建設年度・構造 間取り 家賃（月額）

梅林
第 4

1戸
（ 5 F）

H14
中耐 5階建

3LDK
71.5㎡

22,300 円～
33,200 円

◇募集期間	 8月28日（水）午前9時から
	 9月10日（火）午後3時まで
※申込受付は平日の午前9時から午後4時まで。
※最終日の締切は午後3時。
・�申込書および申し込みの案内は都市整備課（役場東
別館分館2階）に用意してあります。
・�申込時には、用意していただく書類が多数あります。
不備がある場合は、受理できませんので、ご注意く
ださい。
・所得の上限などいくつかの資格要件があります。
・�応募者多数の場合は抽選のうえ、入居者を決定しま
す。
・�募集期間内に応募がない場合は、以降随時募集とな
ります。

●お申し込み・お問い合わせ
　都市整備課　住宅担当　☎22－7214

プレミアム付商品券の
申請手続きについて
　プレミアム付商品券の申請受付を引き続き次の期間
で行います。対象の可能性のある方で、申請がお済み
でない方は申請手続きをお願いします。
◇申請受付期間	 9月2日（月）～9月20日（金）
	 午前9時〜11時30分、午後1時～4時
◇対 象 者	 平成31年度住民税非課税者
	 ※�住民税課税者と生計同一の配偶者・扶

養親族、生活保護受給者を除く。
◇提出場所	 役場本庁舎南別館1階会議室
【プレミアム付商品券取扱事業所を募集します。】
　富士川町において営業する事業所で、プレミアム付
商品券を取り扱う商店・事業所を募集しています。詳
しくは、町ホームページでご確認ください。
https://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/
●お問い合わせ
　政策秘書課　企画推進担当　☎22－7216

第10回甲州富士川まつり
ボランティアスタッフ募集
　甲州富士川まつりを一緒に作り上げ、盛り上げてい
ただける「ボランティアスタッフ」を募集します。
◇日　　時	 11月10日（日）
	 午前9時～午後2時30分頃（予定）
◇参加資格	 16歳以上の方
◇支 給 品	 昼食、飲み物
◇申込方法	 �甲州富士川まつり実行委員会事務局まで

電話でお申し込みください。
◇申込締切	 9月27日（金）
●お申し込み・お問い合わせ
　甲州富士川まつり実行委員会事務局（産業振興課内）
　☎22－7202

山梨県後期高齢者医療広域連合
川柳募集のお知らせ
　医療費の適正化など後期高齢者医療制度への関心を
高めるため、日々の生活をテーマにした作品を募集し
ます。
◇募集内容	「私の宝物」をテーマにした川柳
◇応募期間	 9月1日（日）～10月31日（木）　必着
◇応募資格	 �山梨県後期高齢者医療制度の被保険者の

方（75歳以上の方、一定の障害のある
65歳以上の方）

◇応募方法	 �作品（川柳）とペンネーム、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号、職業を記
入のうえ、郵送（郵便はがき）またはメー
ルで送付してください。

※応募は1人2点までです。
※�記載された個人情報は、川柳募集に関すること以外
には使用しません。
※�展示などで氏名を使用させていただく予定です。本
名での記載を希望されない方は、ペンネームを必ず
お書きください。
◇表　　彰	 ・広域連合長賞（1人）…5,000円相当の賞品
	 ・広域副連合長賞（1人）…3,000円相当の賞品
	 ・広域連合議長賞（1人）…3,000円相当の賞品
	 ・広域連合副議長賞（1人）…3,000円相当の賞品
	 ・入選（10人程度）…1,000円相当の賞品
◇注意事項	 ・応募作品の返却はしません。
	 ・�メールの場合は題名を「山梨県後期高齢者

医療広域連合川柳応募」としてください。
	 ・�その他の注意事項などはお問い合わせくだ

さい。
●お申し込み・お問い合わせ
　〒400－8587　山梨県甲府市蓬沢一丁目15番35号
　山梨県自治会館2階　山梨県後期高齢者医療広域連合
　総務課　総務担当　☎055－236－5671
　E-Mail　kouho@yamanashi-iryoukouiki.jp

お知らせ

お忘れでは
ないですか？

令和元. 9 月号　No.114（10）



秋季町民ゴルフ大会　参加者募集
◇日　　時	 10月2日（水）
◇場　　所	 甲斐ヒルズカントリー倶楽部
◇参 加 費	 2,000円＋プレー費
◇申込方法	 �スポーツ協会各地区担当者までお申し込

みください。
※�支部対抗戦、個人戦（一般、シニア65歳以上、レ
ディースの3部門）で表彰します。

●お問い合わせ
　スポーツ協会事務局（教育委員会内）
　☎22－5361

秋季ソフトテニス教室　参加者募集
　ソフトテニス部員が、初級者から上級者の方まで、
やさしく指導します。ぜひこの機会に参加してみませ
んか。

◇日　　時	 �9月7日（土）、14日（土）、21日（土）、
28日（土）の4日間

	 午後8時～9時30分
◇内　　容	 �開講式、フォアハンド、バックハンド、

サービス、レシーブ、ゲーム、閉講式
◇対　　象	 小学生以上
	 （親子での参加もお待ちしています。）
◇場　　所	 利根川公園テニスコート
◇参 加 料	 1,000円（開講式で徴収します。）
◇申込方法	 �「氏名、性別、年齢、住所、電話番号、ラ

ケットの有無」を電話またはFAXでお
申し込みください。

◇申込締切	 9月4日（水）
◇そ の 他	 ・傷害保険に加入します。
	 ・�雨天順延の際に連絡のとれる電話番号

をお願いします。
	 ・雨天の場合は、翌週に順延します。
	 ・�コートを傷めないシューズでお願いし

ます。
	 ・�当日申し込みの方は、各自で傷害保険

に加入してください。
◇主　　催	 教育委員会、富士川町スポーツ協会

●お問い合わせ
　生涯学習課　社会体育担当
　☎22－5361　FAX 22－5392

下水道まつりのお知らせ
　9月の「下水道の日」の行事の一環として、毎年、
下水道まつりを行っています。
　どなたでも楽しみながら下水道のことが学べるよう
に、たくさんの催し物を用意していますので、ぜひご
来場ください。

◇日　　時	 9月7日（土）　午前10時～午後2時
	 （雨天決行）
◇場　　所	 峡東浄化センター
	 （笛吹市石和町東油川字北畑417）
	 ※駐車場あり
◇催 し 物	 ・下水道施設見学会、下水道探検ツアー
	 ・ミニ下水道展
	 ・�フワフワ、マイエコバッグ作りなどの

イベント
	 ・模擬店コーナー（無料配布あり）
	 ・おたのしみ抽選会など
	 ※�雨天時には、一部の催し物が中止にな

る場合があります。

●お問い合わせ
　峡東浄化センター　☎055－263－2738

令和元年度　
下水道排水設備工事責任技術者認定試験
　下水道の排水設備工事を施工する指定工事店には、
「下水道排水設備工事責任技術者」の資格を有する者の
専属が必要です。
　今年度は次の日程により実施します。

◇受付期間	 9月18日（水）～10月9日（水）
◇講 習 会	 10月29日（火）　午前10時～午後4時
◇試　　験	 11月24日（日）　
	 午前10時～午後0時15分
◇場　　所	 山梨県立男女共同参画推進センター
	 （ぴゅあ総合）
※申込用紙配布場所
　役場上下水道課窓口および各浄化センター

●お申し込み・お問い合わせ
　公益財団法人　山梨県下水道公社事務局
　☎055－263－2738
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アビリンピックやまなし2019開催のお知
らせ（第39回山梨県障害者技能競技大会）
　障がいのある方々が日ごろ培った技能を互いに競い
合うことにより、その職業能力の向上を図るとともに、
企業や社会一般の方々が障がいのある方々に対する理
解と認識を深め、その雇用の促進を図ることを目的に
開催する大会です。
　一般見学・応援が自由にできますので、ぜひお越し
ください。

◇日　　時	 10月6日（日）　午前10時～午後3時
◇競技内容	 �ワード・プロセッサ、データ入力、表計

算、オフィスアシスタント、ビルクリー
ニング、喫茶サービス

◇会　　場	 ポリテクセンター山梨
	 （甲府市中小河原町403－1）
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
　�http://www.jeed.or.jp/location/shibu/
yamanashi/abilympic.html

●お問い合わせ
　独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構
　山梨支部高齢・障害者業務課
　☎055－242－3723

アイヌの方々からのさまざまな
ご相談をお受けします
　公益財団法人　人権教育啓発推進センターでは、ア
イヌの方々の悩みをお受けするフリーダイヤルを開設
しています。
　嫌がらせ、差別、プライバシー侵害などの相談もお
受けします。
　お気軽にご相談ください。

◇受　　付	 月曜日～金曜日
	 （祝日、12月29日～1月3日を除く）
　※匿名可能。秘密は厳守します。
◇時　　間	 午前9時～午後5時
◇相 談 料	 無料
◇相談専用電話
　☎0120－771－208
　（アイヌの方々のための相談専用フリーダイヤル）
※来訪による相談もお受けします。（要予約）
　　月曜日～金曜日　午後1時～5時

●お問い合わせ
　公益財団法人　人権教育啓発推進センター
　☎03－5777－1802

全国一斉！　法務局休日相談所および
相続セミナー開催のお知らせ
◇日　　時	 10月6日（日）　午前10時～午後3時
◇会　　場	 甲府合同庁舎2階会議室
	 （甲府市丸の内一丁目1－18）
◇内　　容	 ①�土地建物の登記、会社の登記、土地の

境界問題、遺言、いじめなどの人権問
題に関する相談（予約制　無料）

	 ②相続セミナーの開催（予約制　無料）
	 　【午前の部】
	 　　『忘れていませんか？　相続登記』
	 　　午前10時～11時30分
	 　【午後の部】
	 　　『相続と遺言について』
	 　　午後1時～2時30分

●お問い合わせ
　甲府地方法務局　総務課
　☎055－252－7151

林業退職金共済制度（林退共）の退職
金請求について
　林退共は昭和57年に発足した林業界で働く方のた
めの退職金制度です。
　以前、林業の仕事に従事されたことがあり、その当
時、林退共制度に加入していた方で、退職金をまだ受
け取っていない可能性がある方は、最寄りの支部また
は本部へお問い合わせください。

※詳しくは、ホームページをご覧ください。
　http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

●お問い合わせ
　独立行政法人　勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部　事業管理課
　☎03－6731－2889
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町
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
有
料
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
掲
載
方
法

①�

「
富
士
川
町
有
料
広
告
掲
載
に
関

す
る
要
綱
」
の
確
認

②
申
請
書
の
提
出

③
決
定
通
知
書
の
送
付

④
掲
載
料
の
納
付

⑤
バ
ナ
ー
広
告
の
掲
載

■
掲
載
期
間

　
掲
載
希
望
い
た
だ
い
た
月
の
1
日

か
ら
所
定
の
期
間

■
掲
載
料

　
1
か
月
あ
た
り　
5
，0
0
0
円

■
規
格

・
サ
イ
ズ　
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×

　
　
　
　
　
　
横
1
9
0
ピ
ク
セ
ル

・
画
像
形
式　

�

G
I
F
（
ア
ニ
メ
不

可
）、
J
P
E
G

・
容　
　
量　
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

※
画
像
は
各
自
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
完
全
デ
ー
タ
入
稿
）

※�

広
告
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
修

正
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

6
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ご
み
が
出
な
い
イ
ベ

ン
ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度

で
も
使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利

用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

6/6 鰍沢小学校5年生林間学校 76 41 3.16 0.23

6/16 父の日参観日 135 85 6.55 0.47

6/24～30 第22回あじさい祭り 2,200 2,200 169.40 12.10

合計 2,411 2,326 179.11 12.80

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

第 10 回町民文化祭　文化展出展作品募集

　第10回町民文化祭文化展の出展作品を次のとおり、募集します。

◇募集内容（未発表の作品に限る）
【文芸部門】
　〇短歌・俳句・川柳　1人3首（句）以内
　〇随筆・小説・児童文学　1人1編
　　（400字詰めの原稿用紙を使用し、4,000字以内。）
　〇詩　1人2編以内
【美術部門】
　〇書道　1人1点（釈文（読みにくい漢字にはフリガナ）をつけ、出品票には作品の大きさを明記してください。）
　〇押し花・ちぎり絵　1人2点以内
　〇写真　1人1点（サイズは自由。額またパネルを使用すること。デジカメプリントの場合は400万画素以上。）
　〇絵画　1人1点（20号以内）額装してください。
　〇絵手紙　1人3点以内
【その他部門】
　〇華道・陶芸　詳細は文化協会事務局にお問い合わせください。
◇展示期間	 11月16日（土）～11月18日（月）
◇展示会場	 町民会館
◇応募資格	 町内在住または勤務・在学の方
◇応募方法	 �「文化祭文化展出展募集」チラシ（ますほ文化ホール・役場本庁舎・町民会館・教育委員会窓口で配布）

の「文化祭出品票」に必要事項を記入のうえ、作品と一緒に提出してください。
◇提 出 先	 文化協会事務局（教育委員会内）

●お申し込み・お問い合わせ
　文化協会事務局（教育委員会内）　☎22－5361　FAX 22－5392

有
料
バ
ナ
ー
広
告

掲
載
募
集

※第 9回町民文化祭の様子（華道の部）
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37％

47％

14％
2％

【
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
】

　
近
年
、
単
な
る
酒
酔
い
や
切
り
傷
、
捻
挫
程
度
の
け
が
な
ど
、

緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お

り
、
救
急
搬
送
し
た
傷
病
者
の
う
ち
、
軽
症
者
の
割
合
は
37
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
峡
南
消
防
本
部
は
県
内
で
一
番
広
い
面
積
を
管
轄
し
て
お
り
、

出
動
要
請
が
重
な
っ
た
場
合
に
は
、
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
駆
け
付
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
時

間
を
要
し
、
本
当
に
緊
急
性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て

し
ま
い
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、
自
家
用
車

や
タ
ク
シ
ー
な
ど
救
急
車
以
外
の
交
通
手
段
を
利
用
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

［7月分］

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

町内小中学校 ICT機器リース － 99,700 NECキャピタルソリューション㈱　西東京支店

流域関連公共下水道事業計画変更等業務及び都市計画法認可申請書作成業務委託 － 3,800,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所

新庁舎整備土質調査業務委託 － 5,350,000 ㈱萩原ボーリング

まほらの湯LED照明器具取替工事 長 澤 3,710,000 ㈱ 名 光 電 気

小林汚水枝線 30－31－5 号管布設工事 𣇃 米 15,600,000 ㈲ 井 上 興 業

リニア髙下工事用道路整備工事 髙 下 30,800,000 井 上 建 設 ㈱

町道泊平矢川 1号線舗装打換工事 小 室 4,500,000 丸 浜 舗 道 ㈱

富士川いきいきスポーツ公園管理棟機械設備工事 鰍 沢 15,800,000 高 橋 商 事 ㈲

富士川いきいきスポーツ公園管理棟電気設備工事 鰍 沢 5,770,000 ㈱ 名 光 電 気
※入札結果の詳細は、ホームページに半期ごと掲載してあります。

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

9
月
9
日
は

「
救
急
の
日
」

イベントを開催します
　峡南消防本部では『救急の日』に伴い、次のとおりイベントを開催します。

◇日　時	 9 月 8日（日）　午前 9時 30分～午後 0時 30分
◇場　所	 富士川クラフトパーク　レストラン前広場
◇内　容	 �応急処置説明・体験（心肺蘇生法）・消防車両展示・ミニ消防車乗車体験・

記念撮影・救急活動訓練展示
	 ※お子さんには景品を用意しています。（数に限りがあります）
※小雨決行・雨天時は屋内で救急法と撮影会を行います。
※大規模災害発生時は中止します。ご了承ください。

●お問い合わせ
　峡南消防本部中部消防署
　救急係　☎0556－62－5119

峡南消防本部　平成 30年　程度別割合

▪軽症　▪中等症　▪重症　▪死亡
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こ
の
と
こ
ろ
、
憲
法
改
正
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
と
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

ま
す
。
過
日
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙

で
は
、
改
正
に
必
要
な
三
分
の
二
に

達
す
る
か
ど
う
か
（
憲
法
96
条
）
が

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
憲
法
と
は
何
で
し
ょ

う
。
憲
法
と
は
、
国
民
が
国
に
「
好

き
勝
手
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
守
ら
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
ち
な
み
に
、
法
律
は
国
民

が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

す
。

　
日
本
国
憲
法
に
は
、
大
き
く
三
つ

の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

●�

国
民
主
権
（
全
て
の
国
民
に
主

権
が
あ
り
、
国
の
意
思
決
定
は

国
民
が
持
っ
て
い
る
）

●
基
本
的
人
権
の
尊
重

●
平
和
主
義
（
戦
争
を
し
な
い
）

　
そ
し
て
、
成
立
当
時
と
し
て
は
画

期
的
な
、
男
女
平
等
の
規
定
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
規
定
は
、
国
民
主
権
と

基
本
的
人
権
の
尊
重
（
女
性
に
も
国

民
と
し
て
男
性
と
同
等
の
権
利
が
あ

る
）、平
和
主
義（
国
民
み
ん
な
が
平

等
で
幸
福
で
あ
る
こ
と
が
平
和
に
つ

な
が
る
）
と
い
う
、
憲
法
の
三
つ
の

特
色
と
大
い
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。　

　
具
体
的
に
は
、
次
の
規
定
が
あ
り

ま
す
。（
平
等
原
則
、貴
族
制
度
の
否

認
及
び
栄
典
の
限
界
）

第
14
条

　
�

す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
下
に

平
等
で
あ
っ
て
、人
種
、信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地

に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又

は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差

別
さ
れ
な
い
。

第�

24
条
（
家
族
関
係
に
お
け
る
個

人
の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
）

　

�

家
族
の
中
の
個
人
の
尊
厳
と
両

性
の
本
質
的
平
等
に
つ
い
て
規

定
。

第�

44
条
（
議
員
及
び
選
挙
人
の
資

格
）

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
女
性
も
男
性

と
同
等
な
権
利
を
保
障
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
日
本
国
憲
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
法
律
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
容
易
に
変
わ
ら
な
い
と

こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
お
か

し
い
」
と
思
う
問
題
を
知
り
、
行
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
】

　
食
物
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た

と
き
、
食
物
に
含
ま
れ
る
原
因
物
質

（
ア
レ
ル
ゲ
ン：主
と
し
て
タ
ン
パ
ク

質
）
を
異
物
と
し
て
認
識
し
て
、
身

体
が
異
常
な
反
応
を
起
こ
す
こ
と
で

す
。

　
主
な
症
状
と
し
て
は
、
じ
ん
ま
し

ん・紅
斑
な
ど
の
皮
膚
症
状
、
下
痢・

嘔
吐
・
腹
痛
な
ど
の
消
化
器
症
状
、

鼻
・
眼
粘
膜
症
状
、
せ
き
・
呼
吸
困

難
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
食
中
毒
と
は
別
の
も
の
で
す
。

　
食
物
を
摂
取
し
た
後
に
、
急
速
に

身
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
に
こ
れ
ら

の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
る
こ
と
を

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
呼
び
ま
す
。

　
血
圧
低
下
や
意
識
障
害
が
あ
る
場

合
は
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
と
言
わ
れ
、
対
応
が
遅
れ
る
と
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
食
品
表
示
を
確
認
し
よ
う
】

　
近
年
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
に
至
る

ま
で
特
定
の
食
物
が
原
因
で
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
起
こ
す
人
が
増
え
、
重

篤
な
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
起
こ
す
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
食
品
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
す
る
た
め
に
、
平
成
14
年
か

ら
容
器
包
装
さ
れ
た
加
工
食
品
に
は

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
表
示
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
自
分
や
家
族
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
場
合
は
、
必
ず
食
品
の
表
示
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
含
ま
れ
る
食
品
を

避
け
、
食
べ
て
も
大
丈
夫
な
食
品
を

選
ぶ
こ
と
で
、
食
事
を
楽
し
み
た
い

で
す
ね
。

　
食
品
表
示
に
関
す
る
苦
情
・
疑
問

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
生
活

相
談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
土
日
祝
日
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
正
午
、

　
午
後
1
時
〜
4
時

　
☎
22
―
8
8
1
6（
産
業
振
興
課
内
）

産業振興課
☎22−7202

憲法と
男女平等

富士川町
男女共同参画推進委員会

【表示されるアレルゲン】
◎必ず表示されるアレルゲン7品目
　（特定原材料）

◎表示が勧められている20品目
　（特定原材料に準ずるもの）
　あわび・いか・いくら・オレンジ・
カシューナッツ・キウイフルーツ・牛
肉・くるみ・ごま・さけ・さば・大豆・
鶏肉・バナナ・豚肉・まつたけ・もも・
やまいも・りんご・ゼラチン

えび

卵

かに

乳

小麦

落花生

そば

知
っ
て
お
き
た
い

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ
と
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ふ
じ
か
わ
文
芸

【
短　

歌
】

雨
の
日
に
「
お
日
さ
ま
お
ね
ん
ね
か
」
三
歳
の
ひ
ま
ご
に
問
は
れ
戸
惑
ひ
て
を
り

戸
田
き
よ
子

庭
隅
の
ツ
ツ
ジ
の
根
元
に
二
、三
本
触
る
れ
ば
匂
ふ
ド
ク
ダ
ミ
の
花

竹
ノ
内
み
さ
ほ

か
た
は
ら
の
柿
の
木
覆お

ほ
う
ノ
ー
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
夕
吹
く
中
を
宙
に
ゆ
れ
揺
る

遠
藤　

千
鶴

【
川　

柳
】

い
ま
一
歩
踏
み
込
み
救
う
子
の
命�

依
田　

正
男

こ
の
土
地
の
水
に
馴
染
ん
で
米
を
研
ぐ�

渡
辺　

礼
子

秋
に
な
り
ベ
ル
ト
の
穴
を
ま
た
増
や
す�

青
栁　

光
仁

9月1日（日）～30日（月）
①紹介します！町の障害者相談員
②重度心身障害者医療費助成金
　受給者証の更新について
③介護予防体操

【放送時間】
午前9時～、午前11時～（介護
予防体操のみ）、午後8時～

●お問い合わせ
　福祉保健課　☎22−7207

　富士川町地球温暖化対策地域協議会「エコふじかわ」会長で、日々、エコ
活動を実践し、啓蒙活動・環境教育を続けている深澤修さんにお話をうかが
いました。
■エコふじかわについて教えてください。
　地球温暖化対策推進法に基づき、環境省が支援する、地域で地球温暖化対
策を推進するための行政・住民・事業者からなる有志の組織を、14年前、山
梨県内で初めて設立しました。現在構成員は約15人で、会社員、農林業、
公務員、NPOなどさまざま。イベントへの出店やワークショップ、ライト
ダウンへの協賛、啓蒙活動・環境教育などの活動を進めています。
■この活動を始めようと思ったのはなぜですか？
　30年くらい前から、自分の生活をエコにしようと始めました。きっかけはチェルノブイリ原発事故

でした。ドラマ「北の国から」を見て自分の生活をつくるのはエコなんだと
気づき、自分で風力発電を作ったり、丸太で家を造ったりしたのが始まりで
す。それからソーラー発電や、薪を使って炊事や風呂焚きをしたりと、いろ
いろとエコを続けています。目標は黒板五郎です。今、主な移動手段はバス
と折りたたみ自転車です。これまで全国47都道府県を回りました。エコの
活動は日常的に楽しみながら、そして人生に活かしながら続けています。
■今後の活動を教えてください。
　今年5月に緑のカーテン作成講習会とゴーヤの苗の配布をしました。9月
1日から30日まで「クールなお宝拝見 !!　緑のカーテンコンテスト」を実施
し、クールな暮らしぶりを拝見・紹介する予定です。皆さまの応募を待って
います。

エコふじかわホームページ：http://ecofujikawa.main.jp

～エコの活動は楽しみながら
人生に活かしながら～

深澤　 修さん（青柳町）

富士川町健康情報カフェ

富士川CATV
（11ch）

▲ 47 都道府県を回った
折りたたみ自転車と
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手紙で絆を深めて

バスに乗って貴重な経験

ふじかわ夏まつり

地方創生連携協定

子どもの健全育成を願って

　7月 18日（木）、南ア
ルプス郵便局と（株）は
くばくでは、今年も町内
の園児、児童に「親子あ
りがとうレターはがき」
を贈呈しました。手紙を
通して家族の絆を深めて
もらうことを目的にした
ものです。

　7月 29日（月）、町政に
ついて、町の皆さんに知っ
てもらうため、「町政バス」
を実施しました。子どもか
ら大人まで20人が参加し、
町内施設や山車、県警ヘリ、
CATV などを見学しまし
た。

　7月 27日（土）、
青柳町地内県道 42
号線を歩行者天国と
して夏まつりが開催
されました。たくさ
んの屋台やステージ
イベント、抽選会な
どが行われ多くの人
でにぎわいました。

　8月 5日（月）、
町とあいおいニッ
セイ同和損害保険
㈱では、地方創生
の実現に向けた相
互連携に関し協定
を締結しました。
これにより、防災、
観光、福祉などに
ついて連携した取
り組みが行われま
す。

　8月 8日（木）、青柳
町二丁目では、法長寺
鬼子母尊神祭典におい
て、都留興譲館高等学
校相撲部を招待し、「子
ども相撲大会」を開催
しました。子どもたち
の健全育成と家族、地
域の平和を願い、泣き
相撲や相撲部員とのお
楽しみ相撲も行われま
した。

園児と歌を楽しむ
　7 月 31 日
（水）、ますほ
ジュニアクワイ
アが、第 4保育
所においてコン
サートを開催し
ました。参加し
た第 3、第 4保
育所の園児たち
と「パプリカ」
の合唱を楽しみ
ました。

ラジオ体操で地域みんなで健康に
　7 月 28 日
（日）、町内 4会
場でふれあいラ
ジオ体操会が行
われました。子
どもからお年寄
りまで多くの方
が参加し、元気
いっぱいラジオ
に合せて体操を
しました。

▲鰍沢小中学校グラウンド

▲増穂小学校グラウンド

▲相撲部員に大勢で挑む子どもたち

▲屋台がずらり

▲全員でパプリカを合唱
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富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811
FAX 22－8815
Mail  info@fbkh.jp
★ホームページ
（URL）http://masuho-bunka.jp

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

吉
田
兄
弟

20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

「
三
味
線
だ
け
の
世
界
」

　
日
本
の
伝
統
芸
能
の
枠
を
超
え
て

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
活
躍
し
て
い
る

津
軽
三
味
線
奏
者
「
吉
田
兄
弟
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日

　
9
月
21
日
（
土
）

◇
開
演
時
間

　
午
後
4
時

◇
鑑
賞
料　
全
席
自
由

・
前
売
券　
3
，5
0
0
円

・
当
日
券　
4
，0
0
0
円

　
（
友
の
会
員
3
，3
0
0
円
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

【
募
集
情
報
】

2
0
1
9「
街
角
の
音
楽
会
」

出
演
者
募
集
！

　
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ

で
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
音
楽
を
愛
す
る
町
民
や
周
辺
地
域

の
方
に
演
奏
す
る
喜
び
や
楽
し
み
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
文
化

ホ
ー
ル
を
提
供
し
ま
す
。

　

出
演
者
同
士
が
協
力
し
て
つ
く

る
、
手
づ
く
り
音
楽
会
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
開
催
日

　
10
月
26
日
（
土
）

◇
開
演
時
間

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　
午
前
10
時

・
一
般
の
部　
　
　
午
後
1
時

◇
応
募
受
付

　
8
月
24
日
（
土
）
～

　
9
月
23
日
（
月
・
祝
）

◇
募
集
数

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　
10
組

・
一
般
の
部　
15
組

◇
参
加
費

【
町
内
在
住
】

・
中
学
生
以
下　
無
料

・
高
校
生
以
上

　
（
1
人
あ
た
り
）
5
0
0
円

【
町
外
在
住
】

・
中
学
生
以
下

　
（
1
人
あ
た
り
）
5
0
0
円

・
高
校
生
以
上

　
（
1
人
あ
た
り
）
1
，0
0
0
円

◇
申
込
方
法

　
所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
未
成
年
者
は
、保
護
者
ま
た

は
成
人
付
添
者
が
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。）

【
出
演
者
交
流
会
】

※�

出
演
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
　
時

　
10
月
2
日（
水
）　
午
後
7
時
予
定

◇
内
　
　
容

　
出
演
順
番
お
よ
び
リ
ハ
ー
サ
ル
の

順
番
を
決
定
し
ま
す
。

「
秋
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
ま
ほ
ら
の

森
2
0
1
9
）」出
店
者
募
集

◇
開
催
日

　
11
月
3
日
（
日
）

◇
開
催
時
間

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時

◇
募
集
区
画

　
50
区
画

◇
出
店
料

　
1
，0
0
0
円
（
当
日
支
払
）

　
（
1
区
画
3
m
×
3
m
）

◇
出
店
場
所

・
一
般
フ
リ
マ
系
（
庭
園
芝
生
内
）

・
フ
ー
ド
系
（
駐
車
場
内
）

◇
対
　
　
象

　
プ
ロ
、
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
（
た
だ
し
、
露
店
商
は
対
象
外
）

◇
申
込
方
法

　
所
定
の
用
紙
で
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
フ
ー
ド
系
出
店

　
9
月
22
日
（
日
）　
午
前
9
時
～

　
10
月
11
日
（
金
）　
午
後
5
時

・
フ
リ
マ
出
店

　
9
月
22
日
（
日
）　
午
前
9
時
～

　
10
月
25
日
（
金
）　
午
後
5
時

～
矢
崎
仁
司
映
画
監
督
指
導
～

　
シ
ナ
リ
オ
講
座

　
現
役
プ
ロ
映
画
監
督
の
直
接
指
導

で
す
。
シ
ナ
リ
オ
作
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
　
　
程

・
第
1
回　
11
月
16
日
（
土
）

・
第
2
回　
12
月
7
日
（
土
）

・�
第
3
回　
令
和
2
年
1
月
11
日（
土
）

◇
受
講
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

◇
対
象　
高
校
生
以
上

◇�

定
員　
10
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

◇
受
講
料　
6
，0
0
0
円

◇
持
ち
物　
筆
記
用
具

◇
お
申
し
込
み

　
「
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
」

を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
を
弾
こ
う

　
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
最
高
峰
ス

タ
イ
ン
ウ
エ
イ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

◇
利
用
料　
30
分
1
，0
8
0
円

◇
対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。）

※
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

【
お
知
ら
せ
】

令
和
2
年
2
月
分
の
貸
館
受
付

◇
日
　
　
時

　
9
月
3
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分

に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
以
降

は
、
先
着
順
と
な
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◆9月のホームゲーム（山梨中銀スタジアム・小瀬）
・14日（土）　VS　柏レイソル
・21日（土）　VS　アルビレックス新潟

の図書館
おはなし会のお知らせ

9 月 14 日（土）　午前 10時 30分～ 11時
テーマ：たべもの

食欲の秋です。おいしいものは、みんな大好き

【和楽器の世界をのぞいてみよう】
　9月21日にますほ文化ホールで「吉田兄弟　
三味線だけの世界」が開かれます。三味線に限
らず、和楽器に触れる機会は少ないのではない
でしょうか。日本独特の音階や響きが素敵な和
楽器に関する本を集めました。

『平安妖異伝』平岩弓枝　新潮社
　時は平安時代。西域の血を引く超能力者の少年楽師とと
もに、20代半ばの藤原道長が、平安京を騒がせる物の怪た
ちに、桜の古木を篳篥（ひちりき）の音で慰め、巨大な象
太鼓に秘められた不思議に挑む。
　十編の連作となっており、毎回雅楽の珍しい楽器が事件
を解くカギになる王朝伝奇物語。

～その他にもこんな本がありますよ～

《三味線》『ぎっちょんちょん』　群　ようこ　新潮社
《尺　八》『虚竹の笛－尺八私考－』　水上　勉　集英社
《　箏　》『一絃の琴』　宮尾　登美子　朝日新聞社
《篠　笛》『青玉の笛－京都市井図絵－』

　澤田　ふじ子　光文社
《　鼓　》『鼠、滝に打たれる』　赤川　次郎　角川書店
《雅　楽》『別冊太陽　雅楽』　遠藤　徹　平凡社

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　30 万円　志村和子様（東京都）
　「亡夫　司郎様のご遺志として町の発展のために」

戸籍の窓
自 7月 1日　至 7月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	天 神 中 條	 遠藤　江隆	（きみたか）	 男	 聖　也
	 〃	 中島　彩葉	（いろは）	 女	 寛　之
	長　　　 	 西海　篤人	（あつと）	 男	 慧　人
	青　柳　町	 依田　始恩	（しおん）	 男	 和　成
	 〃	 松村　実澪	（みれい）	 男	 礼　子

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 深澤　良輔	 夏　実	 （ 岸 本 ）
	 〃	 依田　光央	 真　希	 （ 鷹 野 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 渡邊　茂子	 66	 征　　治
	小　　　林	 長畑　章弘	 69	 幸　　江
	 〃	 有泉とみ江	 89	 洋　　文
	 〃	 野中　次男	 72	 和　　子
	長　　　 	 渡邊　紘一	 75	 秀　　重
	 〃	 入倉しつゑ	 105	 治　　彦
	青　柳　町	 穐山　 枝	 92	 達　　也
	平　　　林	 深沢 もゑ	 96	 秀　　人
	鰍　沢　北	 望月　　泉	 61	 く に 江
	鰍　沢　中	 鈴木　孝一	 74	 古屋祥子
	五　　　開	 堀口　　勇	 62	 雄　　平

ひとのうごき（ 8月 1日現在）

人　口	 15,084 人	 （− 29）
　男	 7,348 人	 （− 14）
　女	 7,736 人	 （− 15）
世　帯	 6,332 戸	 （−   2）	 ※ (　) 内は対前月比

スタジアムで応援しよう！
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

富士川町公式Facebook 無
料
ア
プ
リ

広報ふじかわがスマホで
見られます。
App Store、Play ストア
で「マチイロ」と検索。

芦 　春紀くん　6歳（青柳町）

鈴木　　煌
こう

くん
（平成 30年 11月・小林）
父　遼さん・母　恵理さん

藤野　充
みつ
喜
き

くん
（平成 29年 5月・鰍沢北）
父　陽介さん・母　真理子さん

長澤　凛
りん
利
と

くん
（平成 30年 1月・天神中條）
父　洋利さん・母　彩華さん

　生まれてきてくれてありが
とう !!　にこにこ笑顔が大好
きっ！　いっぱいあそんでお
おきくな〜れ

　にぃにのマネや戦いごっこ
大好き♪いつもみんなを笑わ
せてくれてありがとう！

　花火がブームな凛利くん。
いつもみんなに幸せをありが
とう♡体も心も大っきい人に
なってね！

富士川町 Facebook
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